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長
年
に
わ
た
っ
て
続
く
交
流

　
J
I
C
A
は
長
く
国
内
の
大
学
と
、

ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
中
央
医
学
研
究
所

や
ザ
ン
ビ
ア
大
学
獣
医
学
部
、
ガ
ー
ナ

野
口
記
念
医
学
研
究
所
、
ア
ジ
ア
の
ベ

ト
ナ
ム
国
立
衛
生
疫
学
研
究
所
な
ど
世

界
各
地
の
機
関
と
連
携
し
て
感
染
症
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
た
と
え
ば
現
在
ケ
ニ
ア
保
健
省
で
採

用
さ
れ
て
い
る
m
S
O
S
（
情
報
シ

ス
テ
ム
）。
こ
れ
は
携
帯
電
話
を
使
っ

て
感
染
症
の
発
生
を
調
査
監
視
す
る
も

の
で
、
長
崎
大
学
と
共
同
で
行
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
。
ま
た
、

研
究
開
発
の
分
野
で
は
、
ザ
ン
ビ
ア
で

北
海
道
大
学
と
行
わ
れ
た
研
究
の
成
果

か
ら
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
防
止
に
有
効
な
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
が

開
発
さ
れ
た
。

　
両
大
学
は
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
長
崎
大
学
に
よ
る
「
熱
帯

病
・
新
興
感
染
症
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
現
地
の
医
師
や
研
究
者
が
感
染

症
に
関
す
る
日
本
の
技
術
を
学
び
、
新

し
い
情
報
を
得
て
、
帰
国
後
現
場
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
大
学
は
、

人
獣
に
共
通
す
る
感
染
症
対
策
の
専
門

家
を
養
成
す
る
た
め
、
国
際
感
染
症
学

院
を
17
年
に
開
講
し
「
人
獣
共
通
感
染

症
対
策
専
門
家
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
18
年
か
ら
は
、

こ
う
し
た
専
門
家
養
成
コ
ー
ス
を
修
了

し
た
人
や
研
究
者
、
行
政
官
な
ど
、
す

で
に
あ
る
程
度
の
知
識
や
技
術
を
持
っ

た
人
を
対
象
に
し
た
「
人
獣
共
通
感
染

症
対
策
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養

成
コ
ー
ス
」
も
始
め
て
い
る
。

緊
急
時
の
対
応
を

支
え
た
も
の

　
積
み
上
げ
て
き
た
成
果
は
、
現
在
も

世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
に
も
生
か
さ

れ
て
い
る
。

「
ザ
ン
ビ
ア
で
は
本
学
に
留
学
し
て
い

た
4
名
が
、
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

中
核
人
材
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
の
は
、
北
海
道
大
学
人
獣
共
通

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
梶
原
将
大
さ
ん

だ
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
ザ
ン
ビ
ア
大
学

か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
日
本
で
採
用

さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
出
法
を

現
地
に
導
入
し
た
。
ザ
ン
ビ
ア
拠
点
メ

ン
バ
ー
の
絆
も
強
い
。
30
年
以
上
続
く

共
同
研
究
の
中
で
整
備
が
進
ん
だ
検
査

室
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
状
況
で

も
日
本
と
同
様
の
検
査
が
で
き
る
の
だ

と
梶
原
さ
ん
は
言
う
。

　
ま
た
、「
現
地
の
状
況
に
合
わ
せ
た

よ
り
効
果
的
な
検
査
方
法
を
模
索
し
て

い
ま
す
」
と
語
る
の
は
長
崎
大
学
熱
帯

医
学
研
究
所
の
森
田
公
一
さ
ん
。
同
大

学
の
研
究
で
開
発
さ
れ
た
、
従
来
よ
り

も
手
順
が
簡
単
で
10
分
ほ
ど
で
結
果
の

出
る
迅
速
な
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
出
法
は
、

今
後
日
本
だ
け
で
な
く
国
外
へ
の
展
開

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
こ
の
検
査
機

器
は
電
力
消
費
が
少
な
く
バ
ッ
テ
リ
ー

で
稼
働
す
る
。
停
電
が
頻
発
し
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
に
課
題
を
抱
え
患
者
や
検
体

が
検
査
機
関
の
あ
る
都
市
部
へ
移
動
す

る
の
に
時
間
が
か
か
る
途
上
国
に
こ
そ

必
要
だ
。

　
途
上
国
側
に
専
門
性
の
高
い
知
識
と

技
術
を
持
つ
人
材
が
い
る
こ
と
、
感
染

力
が
強
い
危
険
な
病
原
体
を
扱
う
こ
と

が
で
き
る
設
備
の
整
っ
た
施
設
が
あ
る

こ
と
、
日
本
側
が
相
手
の
国
の
事
情
を

理
解
し
て
い
る
こ
と
。
一
時
的
な
協
力

で
な
く
、
継
続
し
た
協
力
の
中
で
現
地

に
根
づ
い
た
も
の
が
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
へ
の
対
策
を
支
え
る
土
壌
を
つ

く
っ
た
と
、
人
獣
共
通
感
染
症
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
の
ザ
ン
ビ
ア
拠
点
長
で
あ

る
澤
洋
文
さ
ん
は
話
す
。

　
長
期
に
わ
た
る
協
力
に
よ
っ
て
現
地

と
の
あ
い
だ
に
築
か
れ
た
信
頼
関
係
は
、

日
本
の
財
産
で
も
あ
る
。
日
本
国
内
の

大
学
や
研
究
所
が
、
海
外
研
究
拠
点
で

蓄
積
さ
れ
た
検
体
や
情
報
を
利
用
し
、

現
地
で
の
研
究
成
果
や
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
日
本
国

内
の
感
染
症
研
究
基
盤
の
強
化
や
充
実

な
ど
に
つ
な
が
る
相
乗
効
果
も
生
ん
で

い
る
。

長崎大学 熱帯医学研究所教授
森田公一（もりた・こういち）さん

上 ： ザンビアでのBSL＊3実験室に
おける作業風景。
左 ： ザンビア大学獣医学部にお
ける作業の様子。ナイロビにある長崎大学のケニア拠点にて、ケニア中

央医学研究所（KEMRI）への新型コロナウイルス検査
試薬の供給と、KEMRIスタッフへのリアルタイムRT-PCR

（検査方法）の研修の様子。

アフリカにおける
感染症対策拠点ラボ

　アフリカにおける感染症対策の一環としてJICA はこれまで、無償資金
協力による施設整備と技術協力による人材育成や研究協力を組み合わ
せながら各拠点と連携してきた。各拠点は高度で安全なラボや高い技術
を持つ人材を備え、地域を代表する感染症対策拠点に成長している。

映画で
見る

大学連携
未来のリーダーをつくる

特集

ナイジェリア
ナイジェリア疾病管理センター

（NCDC）

ガーナ
野口記念医学研究所
（NMIMR）

コンゴ民主共和国
国立生物医学研究所（INRB）

ケニア
ケニア中央医学研究所

（KEMRI）

ザンビア
ザンビア大学獣医学部
（UNZA-SVM）

＊ バイオセーフティ・レベル。微生物・病原体等を取り扱う施設の格付け。1～4のレベルがあり、
　数字が大きいほどリスクの高い病原体などを扱うことができる。

北海道大学 人獣共通感染症リサーチセンター ザンビア拠点
右から  澤 洋文（さわ・ひろふみ）さん、梶原将大（かじはら・まさひろ）さん、
 邱 永晋（ちゅう・よんじん）さん、 中村千夏（なかむら・ちなつ）さん、
 林田京子（はやしだ・きょうこ）さん、播磨勇人（はりま・はやと）さん、
 山岸潤也（やまぎし・じゅんや）さん

首都:
ナイロビ

Kenya

ケニア

首都:
ルサカ

Zambia

ザンビア

感染症対策の分野で長年途上国への協力を続けてきた長崎大学と北海道大学。
現地に根づいた制度や人材が、協力の選択肢を広げることにつながっている。

積み重ねた成果を生かす
現地に根づく  Case2

今月号のプロローグはさだまさしさんに寄稿いただきました !→p.02
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